
12/09/18 16:54白地図ぬりぬり ver.δ（デルタ） | nu3.jp

1/2 ページhttp://nu3.jp/tp/Japan

白地図ぬりぬり ver.!
色を選んで地図をクリック

ツイートツイート   

対応ブラウザ

Internet Explorer 9 以上

Firefox 4 以上

Google Chrome 7 以上

Opera 未対応

Safari 未対応

残念ですが、ブラウザが対応してません(´・!・｀)
chromeかFirefoxを使うとイイかもです。
（これらのブラウザをインストールしてお使いのPCに不具合が生じても当方は一切の保障を行いません。予めご了承下さい。）

Japan - 白地図ぬりぬり ver.!
色を選んで地図をクリック

#fb8018

☞ぬりぬり

ツイートツイート   

対応ブラウザ

Internet Explorer 9 以上

Firefox 4 以上

Google Chrome 7 以上

Opera 未対応

Safari 未対応

日本地図

白地図、世界地図、日本地図が無料【白地図専門店】
© 2011 Sankakukei, InoueKeisuke.

白地図、世界地図、日本地図が無料【白地図専門店】
© 2011 Sankakukei, InoueKeisuke.

Like 122 Send

Like 122 Send

レジオネラ・レファレンスセンター会議

国⽴感染症研究所
細菌第⼀部

神奈川県衛⽣研究所
微⽣物部

神⼾市環境保健研究所
感染症部

仙台市衛⽣研究所
微⽣物課

宮崎県衛⽣環境研究所
微⽣物部

富⼭県衛⽣研究所
細菌部

広島県⽴総合技術研究所
保健環境センター

保健研究部

衛⽣微⽣物技術協議会第39回研究会
平成30年7⽉5⽇ ピアザ淡海



•  感染研センター報告
 レジオネラ症発⽣動向 
 臨床分離株の収集と遺伝⼦型別
 迅速検査実施状況
 外部精度管理

•  ⽀部センター報告
•  トピックス

 MLVA（神⼾市環境保健研究所）
 加湿器を感染源とした集団感染事例
   (⼤分県衛⽣環境研究センター）
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レジオネラ・レファレンスセンターにおいて、
2007年8⽉よりレジオネラ臨床分離株の収集を⾏っている。
2017年度は88株受付。 

分離年別
収集レジオネラ臨床分離株
(2018年6⽉現在、2017年分まで） 株数報告数
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臨床分離株の遺伝⼦型別結果
を図⽰してお返ししています。

冷却塔⽔分離株 Cグループ

⼟壌・⽔溜り
分離株

Sグループ

浴槽⽔分離株
Bグループ

国内で分離されたL. pneumophila ⾎清群1（1052株）の minimum spanning tree 図 



レジオネラ迅速検査実施状況調査

u  環境検体、臨床検体のレジオネラ属菌検査に迅
速検査法を導⼊しているか。 

u  回答数：地⽅衛⽣研究所 74機関               

昨年6⽉にレジオネラレファレンスセンターの
協⼒で実施。



レジオネラ迅速検査実施状況調査

u  40/74 地⽅衛⽣研究所で導⼊。
     臨床検査 22/74 機関
     環境検査 34/74 機関

結果

6 16 18

臨床 22 環境 34

導⼊していない 34

地⽅衛⽣研究所 74
  導⼊している 40：



レジオネラ迅速検査実施状況調査

u  臨床検体で迅速検査（LAMP法）を実施  22機関
全臨床検体で培養と並⾏してLAMP法を実施 17
⼀部臨床検体で実施             5

 

結果

u  環境検体で迅速検査を実施 34機関
 全検体で実施
 再検査
 患者発⽣時
 調査研究

培養法から迅速法に置き換えて
いるところはなかった。



レジオネラ迅速検査実施状況調査
結果

u  環境検体で迅速検査を実施 34機関
 LAMP法         19
 リアルタイムPCR法       4
 LAMP/リアルタイムPCR   5
 記載なし            6 



外部精度管理

u  厚労科研費で地衛研を対象に実施していたものを
2015年から、対象を⾏政/⺠間に拡⼤して、
⽇⽔製薬株式会社が実施。 

u  2015年、2016年、2017年 と3回実施。             



結果概要	
（H27,28,29年度の良好施設割合の比較）	

H27	 H28	 H29	 H26　　　
（参考）	

非濃縮①	 ９１
（62/68）	

９７
（68/70）	

９９	
（69/70）	

－	

非濃縮②	 －	 ９４
（66/70）	

９３	
（65/70）	

９０
（37/41）	

ろ過濃縮	 ６２
（38/61）	

７７
（47/61）	

７５	
（49/65）	

６５
（13/20）	

遠心濃縮	 ３６	
（  8/22）	

５６　　　
（  5/  9）	

８０	
（　4/　5）	

－	

％（良好施設数／参加施設数）	
森本　洋　平成29年度「公衆浴場等施設の衛生管理におけるレジオネラ症対策に関する研究」第二回班会議	



森本　洋　平成29年度「公衆浴場等施設の衛生管理におけるレジオネラ症対策に関する研究」研究分担報告書	

 良好範囲外の結果を連続して報告している
機関は、試料の混ぜ⽅、培地の状態、培地へ
の各接種量が安定していたか、コンラージの
⼒加減、濃縮操作等、改めて検査⼯程を⾒直
し検証する必要があると思われる。



2018年度外部精度管理実施予定
－実施⺟体：⽇⽔製薬－

日　　程	 内　　容	

7月中旬	 参加募集開始	

今年もレジオネラレファレンスセンターを通じて	
参加を募集します。	


